
心も体も元気な子ども
教育目標 熱心に取り組む子ども

思いやりのある子ども

家庭・地域と学校を結ぶ大塚小だより

令和６年５月１４日 文責：校長

子どもが成長するためには、たんぱく質やビタミンＣと同様に、ビタミンI（愛）

とビタミンU（遊）が必要なのだそうです。他者を思いやる心も育ち、「遊び」

を通して多くのことを学べます。これからも、ぜひ、ご家庭でも次のことを続け

ていきましょう。

１ 子どもの話を聞く

・せっかく子どもが話しているのに、話を聞いて説教するのはよくありません。「ただ

子どもの話を聞こう」と思うくらいの気持ちが丁度良い。

２ 子どもに共感する

・人は自分に共感してくれる人には話をするし、言うことを聞こうとする。

３ 子どもと遊ぶ

・内容はなんでもよし！

４ 子どもをほめる

・できないことを注意するより、できたところを褒める。

５ 子どもに立ち向かう

・叱れない親では困ります。人は叱られないことに対して、怒りや悲しみを感じるこ

ともあります。親という壁にぶち当たることで成長することもあります。甘えさせ

る、でも甘やかさない。

６ 子どもの自律を支える

・自由を与え、選択肢を与え、自己決定させる。

・努力が報いられるように環境を整備し、様々な体験を通して自己有能感を与える。

・たくさんの人と交流させる。

７ 家族が協力しあう

・子どもが問題を起こしたとき

まず子どもの悪かったところを叱る。家族の誰が悪かったのかという視点ではなく、

家族全体の問題として考えると改善へ進む。

・子どもの前では互いに相手をほめる

子どもにとって親は人生のモデル。家庭内で親が互いにけなしあったりしていると、

どんな大人を目指したら良いかわからなくなってしまう。

参考：新潟青陵女子短期大学 福祉心理学科 碓井真史氏

ビタミン I（愛）とビタミン U（遊）の話



５月２日に児童会総会が行われました。４年生以上が計画委員会・情報委員会

・図書委員会・健康委員会に分かれ、企画・運営にあたります。総会では、各委

員会の提案に対し、自分の考えをしっかりと伝えることができる子どもが多く、

たのもしく感じました。スローガンは「はきはき明るいあいさつ」「あきらめず

にチャレンジ」「みんながにこにこの大塚小にしよう」に決定しました。

主な取組みは次の通りです。ＨＰや学校だよりで紹介していきたいと思います。

計画委員会 情報委員会 図書委員会 健康委員会

・縦割り遊び ・インタビュー ・おすすめの本紹介 ・外遊び紹介

・思いやり運動 ・クイズ集会 ・低学年読み聞かせ ・健康オリンピック

・迎える会、送る会 ・卒業生特集 ・読書まつり

※保護者の方にスクールガード等一覧
を配布しましたのでご確認ください。

※今年から地区の方から読み聞かせを
していただいています。

１８日（土）資源回収準備

１９日（日）春の資源回収

２０日（月）縦割り班清掃開始

２３日（木）歯科検診

２９日（水）町陸上記録会(５・６年）

１３：３０～中郡小

バスで移動、予備日３０日

３１日（金）５年田植え

２日（日）地区陸上記録会

３日（月）交通安全街頭指導

４日（火）クラブ活動①

５日（水）プール清掃

７日（金）４年社会科見学

ＰＴＡ文教部会

８日（土）ＰＴＡ環境整備作業（草刈り）

１１日（火）クラブ活動②・プール開き

１３日（木）委員会活動

１７日（月）交通安全街頭指導

１８日（火）クラブ活動③

２５日（火）クラブ活動④最終日

２８日（金）３年生社会科見学

児童会スローガン決定！

地域の皆様のご協力に感謝！ ～これからもよろしくお願いします～

４月１６日（火）歩行訓練 ４月２４日（水）自転車教室 ５月７日（火）読み聞かせ

今後の予定

交通安全指導：スクールガード・青パト・交通安全母の会の皆様、金子美明さん

堆肥搬入、堆肥撒き：大沼藤一さん、黒澤正利さん、渡部外治さん

畑耕耘：牛谷清海さん

昔語り：佐藤知惠子さん

読み聞かせ：齋藤はる美さん、後藤友子さん、金子美恵子さん、大津加君子さん

本校の成り立ち（校長へ）：大山信英さん、菊地 直さん


